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視
点
・
論
点
①

イ
ラ
ン
制
裁
へ
の
日
本
の
加
担
を
許
す
な
！	

池
田
五
律

　

イ
ラ
ン
核
開
発
問
題
が
本
格
的
に
問
題
化
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
。
イ
ラ
ク
戦

争
の
年
だ
。
火
を
付
け
た
の
は
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
理
事
会
。
ウ
ラ
ン

濃
縮
停
止
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
し
た
の
だ
。
イ
ラ
ン
は
そ
れ
に
応
じ
、
停
止
対
象

を
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
分
離
活
動
に
も
拡
大
す
る
な
ど
を
内
容
と
し
た
パ
リ
合
意
が
二
〇

〇
四
年
に
締
結
さ
れ
た
。
だ
が
、
二
〇
〇
六
年
、
使
用
済
み
燃
料
の
国
外
移
転
を
求

め
る
Ｅ
Ｕ
の
要
求
を
イ
ラ
ン
が
拒
否
、
初
の
イ
ラ
ン
制
裁
、
国
連
安
保
理
決
議
が
な

さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
二
〇
〇
九
年
に
は
新
施
設
査
察
で
合
意
、
二
〇
一
〇
年
五
月

一
七
日
に
は
使
用
済
み
燃
料
の
国
外
移
転
で
、ト
ル
コ
、ブ
ラ
ジ
ル
と
イ
ラ
ン
が
合
意
。

　

事
態
が
急
転
し
た
の
は
、
そ
の
直
後
、
二
〇
一
〇
年
六
月
九
日
の
安
保
理
決
議

１
９
２
９
。
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
関
連
組
織
な
ど
の
資
産
凍
結
と
い
っ
た
金
融
制
裁

と
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
資
材
な
ど
と
思
わ
れ
る
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
の
公
海

上
の
検
査
と
い
っ
た
厳
し
い
制
裁
が
課
さ
れ
た
。
翌
月
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ン
包
括

制
裁
法
を
制
定
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
共
同
開
発
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
で
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。

　

現
在
の
緊
張
激
化
の
直
接
的
引
き
金
を
引
い
た
の
も
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
。
二
〇
一
一
年

一
二
月
に
、
核
兵
器
製
造
実
験
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
報
告
書
を
出
し
た
の

だ
。
そ
れ
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ン
原
油
制
裁
法
を
制
定
。
核
保
有
を
阻
止
す

る
姿
勢
の
ア
メ
リ
カ
以
上
に
強
硬
な
、
核
兵
器
製
造
技
術
の
保
有
を
許
さ
な
い
と
す

る
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
攻
撃
を
口
に
し
始
め
た
。
一
方
イ
ラ
ン
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
調
査
団

受
け
入
れ
を
表
明
と
共
に
、
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
製
造
時
間
を
短
縮
で
き
る
こ
と
を
意
味

す
る
新
型
の
遠
心
分
離
器
の
稼
働
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
武
力
攻
撃
に
対
し
て
は
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
で
対
抗
す
る
と
し
、
ア
メ
リ
カ
も
そ
れ
へ
の
武
力
対
応
の
可
能
性

を
打
ち
出
し
、
一
気
に
緊
張
が
激
化
し
た
。
し
か
も
、
欧
米
の
強
硬
姿
勢
は
イ
ラ
ン

国
内
の
保
守
派
に
有
利
に
作
用
し
、
三
月
の
イ
ラ
ン
国
会
議
員
選
で
は
、
保
守
の
ア

フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
以
上
の
保
守
派
が
勝
利
し
、
妥
協
が
困
難
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
イ
ラ
ン
は
、
核
開
発
は
平
和
利
用
目
的
だ
と
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
。

原
発
震
災
が
引
き
起
こ
し
た
事
態
か
ら
す
れ
ば
、
平
和
利
用
も
止
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。
だ
が
、
イ
ラ
ン
が
原
発
推
進
に
固
執
す
る
理
由
も
あ
る
。
原
油
を
輸
出
し
て
ガ

ソ
リ
ン
を
輸
入
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。

他
の
産
油
国
も
事
情
は
同
じ
だ
。
植
民
地
支
配
以
来
の
原
油
輸
出
に
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
さ
れ
た
経
済
構
造
の
問
題
が
、
根
底
に
存
在
す
る
の
で

あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
同
調
し
、
安
保
理
決
議
１
９
２
９
を
受

け
た
追
加
措
置
と
し
て
、
イ
ラ
ン
の
ガ
ス
・
石
油
へ
の
新
た
な
投
資
を
す
べ
て
中
断

し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
の
四
〇
％
を
輸
入
に
頼
り
、
精
製
所
の
容
量
が
足
り
な
い
イ
ラ
ン

に
と
っ
て
、
こ
れ
は
最
も
こ
た
え
る
制
裁
だ
。
し
か
も
二
〇
〇
八
年
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
の
は
、
日
本
の
外
交
官
で
あ
る
天
野
之
弥
。
彼
は
「
核
不

拡
散
」
を
主
張
し
、
欧
米
の
支
持
を
得
て
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
と
ア
メ
リ
カ
の
連
携
で
、
緊
張
が
激
化
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
ア
メ
リ
カ

の
イ
ラ
ク
原
油
禁
輸
法
に
伴
い
、
イ
ラ
ク
原
油
輸
入
が
絶
た
れ
る
、
石
油
輸
入
決
済

で
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
と
取
引
の
あ
る
日
本
の
金
融
機
関
も
制
裁
対
象
に
な
る
と
大
騒

ぎ
だ
が
、
自
業
自
得
な
の
だ
。

　

輸
入
大
幅
削
減
で
制
裁
対
象
を
外
れ
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
オ
プ
シ
ョ

ン
へ
の
対
応
策
も
準
備
し
始
め
て
い
る
。
自
衛
隊
機
に
よ
る
邦
人
救
出
、
ソ
マ
リ
ア

派
兵
部
隊
の
Ｐ
３
Ｃ
に
よ
る
警
戒
監
視
、
海
上
警
備
行
動
名
目
で
の
タ
ン
カ
ー
護
衛
、

掃
海
艦
派
兵
な
ど
を
、
特
措
法
制
定
も
含
め
て
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争

を
反
省
し
な
い
ア
メ
リ
カ
の
「
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
阻
止
」
を
名
目
に
し
た
敵
対
国

へ
の
戦
争
策
動
へ
の
日
本
の
加
担
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
戦
争
に
協
力
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
）




